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（背景、目的）食道がんの放射線治療の照射法は、伝統的に多くの施設で行われている

原体照射（Conformal Radiotherapy,CRT）で、40 Gyを前後対向２門で照射し、脊髄線量

低減のため照射範囲から脊髄を外し、残り 20 Gyを斜入対向２門で照射する方法である。

この照射法の問題点は、線量集中性が低く食道周りの危険臓器（肺や心臓など）に対す

る線量の広がりであった。特に肺は、放射線が多く照射されると放射線肺臓炎が生じる

可能性が高くなる。放射線治療装置の技術向上により使用可能となった新しい治療法で

ある Volumetric Modulated Arc Therapy（VMAT）は、線量集中性向上と危険臓器の線量

低減が可能となった。高線量の集中性は向上したが低線量が広く照射されるので、CRTで

も問題であった放射線肺臓炎のリスクが問題であったため、食道がんの放射線治療で

VMAT は推奨されなかった。我々は、線量集中性向上と危険臓器の線量低減が可能となる

Hybrid-VMAT（h-VMAT）を食道がんの放射線治療で用いている。h-VMATは、線量集中性の

高い VMATと肺の線量が低減できる前後対向 2門を同時に用いる照射法である。今回食道

がんの放射線治療において、通常多くの施設で行われている CRTと h-VMATを 2つの放射

線治療計画装置を用い、腫瘍部位や危険臓器（肺や心臓など）の線量比較を行った。 

（方法）大阪国際がんセンターで放射線治療を行った 11人の患者において、腫瘍部位・

危険臓器に照射される線量、線量率を 2つの放射線治療計画（Eclipse、RayStation）で

比較を行った。CRTは Eclipseのみ、h-VMATは両装置で治療計画を行った。 

（結果）線量集中性を評価する指標は、CRTでｈ−VMATと比較し高い値となり、h-VMAT 

は線量集中性が高い結果となった。肺の線量は、5 Gy が照射される範囲のみ CRT が一番

少なかったが、それより高い線量では、RayStationで作成した h-VMATが一番少なかった。

心臓の 40 Gy 以上が照射される範囲は、CRT が最も多かった。h-VMAT の最小線量率は、

RayStation（49.5MU/分）であった。 

（結語）RayStationを用いた h-VMATは、食道がんの放射線治療において、線量集中性の

向上と肺の線量を低減するための有用な照射法である。 

 

 




